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報告書の構成について 
■ はじめに 

■ 重点目標：平成 30年度事業計画 重点目標です。 
 

―報告書の見方― 
大枠の事業名 （担当部門名） 

事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

小枠の事業名 

 

【担当部署】 

 

事業実施の目的です。 事業の詳細等を記載しております。 
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《はじめに》 

私たちの住む南小国町では、全国的な傾向でもある少子高齢化が急速に進み、人口減少や後継者不足などのため「限界集落」や近い

将来集落がなくなる恐れのある「消滅集落」の発生が懸念され、他にも、高齢者の社会的孤立や自動車運転問題、発生からはや３年が

経過した熊本地震や豪雨災害からの復興、災害発生時の避難誘導対応、地域を支える人材の確保など多くの課題があり、それらの課題

へ対応するためにも、本会の存在、役割はますます重要になると思われますし、今後の大規模災害発生への備えを考えるとき、本会が

行ってきた避難行動要支援者の把握・支援や災害ボランティアセンターの設置訓練、福祉避難所開設などの取り組みも今後ますます重

要になってくると思われます。 

そのようななか、平成３０年度は、南小国町と本会が協同して策定した、南小国町の地域福祉（地域の支え合い活動）を推進してい

く『第 2 期 南小国町地域福祉総合実践計画』（以下計画という。）に基づき、｢地域福祉推進の中核的な役割を担う団体｣として地域福

祉活動の推進、南小国町や高齢者等の地域包括ケアを担う地域包括支援センターとの連携、居宅介護支援、訪問介護、通所介護等の介

護サービス事業の提供など、本会の公共性・中立性を活かし、本会の目指す『町民の方々が共に支えあい、互いに助け合いながら安心

して安全に暮らせる町』づくりの実現に向け、町民・行政・福祉関係者等と協力しつつ様々な事業に取り組むとともに、第 2 期計画の

初年度という事でもあり、計画推進委員の方々と伴に計画の進捗状況の把握にも取り組みました。 

更には、在宅での看取り、生活困窮者対策、認知症対策、引きこもり対応、障がい児者支援、子育て支援など、福祉課題も複雑多様

化し、社協職員に求められる専門性も高くなっているなか、強い使命感のもと、職員一丸となり、町民の皆様の様々なニーズに対応す

べくいろいろな福祉、介護事業を展開しました。 

また、法令順守の理念のもと、介護保険事業等の適正運営を図りながら、なお且つ「安定した財政基盤がなければ事業の存続が危ぶ

まれる」との強い認識のもと、常に危機感を持って、更なる努力と町民に信頼される社協を目指し、お客様にとって質の高い福祉サー

ビスを提供するため、職員のスキルアップ学習会の開催、各種研修会への参加や福祉・介護サービスの情報公開・情報発信等を行なう

とともに、行政や医療福祉の各関係機関が連携して地域の多様な課題に協働する「小国郷医療福祉あんしんネットワーク」や「阿蘇や

まびこネットワーク」の推進にも努めました。 
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《重点目標》                                                     

(１)  ２期南小国町地域福祉総合実践計画に基づき、地域福祉（地域支え合い活動）を推進していきます。地域福祉の担

い手である町民・ボランティア、役場・福祉機関との連携に努め、要配慮者の把握や地区別ふくし座談会を中心とし

た「地域支え合い活動の推進」、福祉に関する広報の充実、ボランティアセンターの機能強化、新たな地域福祉サー

ビスの開発などの「人材育成と福祉文化醸成」、役場各課・社協連絡会議、総合相談体制の充実、認知症の人を支え

る地域づくりなど「役場・社協・関係機関との一層の連携」と３つの地域福祉推進の柱に沿った事業を展開し、住民

主体の安心して暮らせる町づくりを進めていきます。 

 

(２)  平成３０年度は、昨年度策定された南小国町高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画と調和をとりつつ、介

護保険制度改正の柱の一つである総合支援事業や新しい地域づくりの推進（介護予防・生活支援の充実）などの動向

にあわせ、町への政策提言も含め地域包括ケアシステムの充実に向けた地域福祉を推進していきます。    

また、平成３０年４月からは、介護報酬が改定され、介護保険事業各部門とも厳しい経営となることが予想されま

すが、公共性の高い本会としては、南小国町の実情を十分に分析し「高齢者等が安心して生活できる」を根底におき

ながら、お客様に寄り添い、職員の能力を発揮した組織力で、収益の向上を目指して介護保険サービスの改善を図り、

サービスの質向上に努めていきます。 

 

(３)  社会資源を活用したサービス開発に幅広く取組み、地域に潜在する住民のニーズ・課題を早期に発見し、的確な福

祉サービスの利用・支援へとつなげていけるよう努めます。 

また、高齢者に限らず障がい者や生計に課題のある人など､全世代への対応が求められており、地域住民及び役

場・各関係機関と連携した全世代対応型地域包括ケアシステムに向けて、安心して住みなれた地域で暮せるように支

援していく『阿蘇やまびこネットワーク』や『小国郷医療福祉あんしんネットワーク』事業を推進していきます。 

 

(４)  社協会費・寄付金・香典返し・共同募金配分金の使途を会員・町民等に周知して理解を広め、社協会員の募集及び

共同募金運動を推進して地域福祉の充実を図るための財源確保に努め、更には、介護保険事業者として事業の改廃・

効率化を進め適切なサービス提供をおこなうことによって収益性を改善し、発展強化計画の策定を念頭に、財政基盤

の改善を図り、経営安定化に努めます。 
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 ● ＜ 法 人 運 営 事 業 ＞ 

１．法人運営事業   （担当部門  事務局 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 事 業 目 的  事 業 概 要 

１ 役員会・評議員

会の開催 

【総務】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本会の運営と事業経営を

適正に進めていくために 

法令に基づき必要な予算・

決算、事業計画・事業報告

等を審議・決定する会議等

を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定款に基づき次の会議等を開催（会場：地域福祉センターりんどう荘） 

1 理事会 

   第 1 回 平成３０年６月４日（月）１3：３０～１5：４５   

       第１号議案 平成２９年度事業報告について 

       第２号議案 平成２９年度法人会計決算報告及び監査報告について 

       第３号議案 辞任に伴う、後任評議員候補者（案）の推薦について 

       第４号議案 平成 30 年度第 1 回評議員選任・解任委員会の開催（案）について        

第５号議案 平成３０年度第１回評議員会の開催（案）について 

  
   第 2 回 平成３０年７月１３日（金）９：００～９：５０  

       第１号議案 財産目録記載額の訂正について 

第２号議案 平成３０年度第２回評議員会の開催（案）について 

 
    
   第 3 回 平成３０年１０月 4 日（木）9：３０～９：４５  

       定足数に満たず流会となった。 

 

第４回 平成３０年１０月１１日（木）９：００～１０：２５ 

       第１号議案 役職員等の旅費支給規程の一部改定（案）について 

第２号議案 登録職員就業規則の一部改定（案）について 

     第３号議案 平成３０年度法人会計第 1 次補正予算（案）について 

       第４号議案 平成３０年度第３回評議員会開催（案）について 

 

第５回 平成３１年３月７日（木）１３：３０～１７：００  

       第１号議案 平成３０年度法人会計第２次補正予算（案）について 

第２号議案 給与等支給規程の職員給料表、資格手当、扶養手当の一部改定（案）について 

     第３号議案 準職員就業規則の準職員給料表、資格手当の一部改定（案）について 

       第４号議案 就業規則の一部改定（案）について 
 

 

第１回理事会 
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事 業 名 事 業 目 的  事 業 概 要 

１ 役員会・評議員

会の開催 

【総務】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５号議案 準職員就業規則の一部改定（案）について 

         第６号議案 再雇用職員就業規則の一部改定（案）について 

第 7 号議案 登録職員就業規則の一部改定（案）について 

第８号議案   平成３１年度事業計画（案）について 

      第９号議案   平成３１年度法人会計予算（案）について 

第 10 号議案 平成３０年度第４回評議員会開催（案）について 

第 11 号議案 平成３１年度利益相反取引（双方代理を含む）予定について 

 

２ 評議員会 

   第 1 回 平成３０年６月２５日（月）１３：３０～１５：０５   

      第１号議案 平成２９年度事業報告について 

      第２号議案 平成２９年度法人会計決算報告及び監査報告について 

      第３号議案 辞任に伴う、後任の理事・監事の選任について            
   第 2 回 平成３０年７月２５日（水）１３：３０～１４：０５  

       第１号議案 財産目録記載額の訂正について    
   第 3 回 平成３０年１０月１８日（木）９：３０～１０：１２  

       第１号議案 平成３０年度法人会計第１次補正予算（案）について 

 

 第４回 平成３１年３月２２日（金）１３：３０～１５：１５ 

       第１号議案 平成３０年度法人会計第２次補正予算（案）について 

第２号議案 平成３１年度事業計画（案）について 

       第３号議案 平成３１年度法人会計予算（案）について 

 

３ 監事による決算監査の実施  

第 1 回 監事会（監査） 平成３０年５月２４日（金）８：５２ ～ １１：５５  

内容：平成 2９年度社協事業執行状況及び平成 2９年度社協会計の執行状況に関する 

会計帳簿、預貯金通帳等財務諸表についての監査を実施 

 

第１回評議員会 
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事 行 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

１ 役員会・評議員

会の開催 

【総務】 

 ４ その他監査、調査、研修会等の開催  

   ■平成３０年度 南小国町監査  

日時：平成３０年 ７月１１日（水）１０：４０ ～１１：５０    

内容：平成２９年度の補助金にかかる監査を実施    

 

■平成３０年度 小国郷福祉講演会 

 日時：平成３１年３月１６日（土）１３：３０～１５：２０ 

 内容：思いやりで社会を変える～飲酒運転撲滅への願い～  

講師：NPO 法人はぁとスペース山本美也子氏   

５ 評議員選任・解任委員会の開催 

   第１回 平成３０年６月１１日（月）８：５３～９：２３ 

６ その他 

 理事・評議員・監事の選任にかかる事務 

 給与等支給規程（給料表、資格手当、扶養手当）、準職員就業規則（給料表、資格手当）等改定 

２ 福祉サービス苦

情解決体制の整備 

【総務】 

本会が提供する福祉サ

ービスに関する苦情への

適切な対応により、福祉

サービスに対する利用者

の満足感を高め、適切な

利用又は提供を支援し、

利用者個人の権利を擁護

するとともに、実施する

福祉サービスの質の向上

及び運営の信頼性を高め

るために設置します。 

本会の福祉サービス苦情解決規程に沿って以下の体制において対応した。 

１ 苦情解決責任者の設置 

責任者 事務局長 

２ 苦情受付担当者の設置 

 担当者 各部門 管理者５名 

３ 第三者委員の設置及び委員研修 

   第三者委員：髙村宗二氏、平野康則氏、本田久子氏 

福祉サービス苦情解決研修会 ※第三者委員１名と事務局長１名も受講 

平成３１年１月２９日（火）１３：３０～１５：５０  会場：KKR 熊本 

４ 第三者委員への報告会 

   平成３０年度分の各事業所での事故・ヒヤリハット・苦情等の現況報告・事例検討を行った。 

平成３１年３月１９日（火）１３：２５～１４：１５  会場：りんどう荘研修室  

 

平成 30年度 小国郷福祉講演会 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

３ 南小国町地域福

祉総合実践計画の

推進 

【総務】 

【地域福祉推進】 

 

 平成２９年度に住民・役場

と協力し策定した第２期『南

小国町地域福祉総合実践計

画』に基づき、地域福祉の充

実を図ります。 

  

 

１ 南小国町地域福祉推進委員会の設置 

第２期計画の進捗状況の確認と評価及び今後の推進方法への助言、計画内容の見直しと課題の整理を行

う機関として、推進委員１３名を委嘱し、推進委員会、企画会議を開催しました。 

第 1 回 策定委員会  平成 30 年７月 13 日 10：00～12：00 

第 2 回 策定委員会  平成 31 年３月 6 日 10：00～12：00 

    第１回 企画会議   平成 31 年 2 月 21 日 10：00～12：00 
 

２ 南小国町との合同事務局の設置 

計画推進のため、南小国町（福祉課）と協働して計画を推進した。 

事務局会議 ２回開催 ※福祉課・社協との会議 

担当者会議 随時開催  
３ 推進協力機関 

   地域福祉総合実践計画推進へのアドバイザーとして、ひとちいき計画ネットワークより助言・提案等

をいただき事業推進に努めました。 

   会議・事業等への出席・協力回数 １２回 

４ 組織・職員の資

質向上及び職員育成

体制の整備 

【総務】 

 

組織として多様化・高度化

する現代社会・福祉課題に的

確に対応できる体制を検討・

模索・整理します。 

また、社会人、組織人とし

ての基本的な資質や、専門

的な資質の向上をはかり、

地域福祉推進を担える社協

職員の育成を目指して計画

的な職員育成を推進しま

す。 

１ 検討チームの実施（業務改善の推進） 

  事業の改廃（スクラップ＆ビルド）・業務内容の見直しなど、誰のために・何のために行っているのか

常に問いかけながら全職員が認識しながら業務改善に努めました。 

⚫ 事業見直し・サービス開発チーム 

⚫ 働き方及び環境・安全改善検討チーム 

毎月第１・３金曜日（１７時開始）に職員全大会議を開催し、全体ミーティング及び各検討チ 

ームで会議を開催しました。（20 回開催） 
 
  

成果物：通所介護事業所サービス向上に向けた事業内容の改善 

給料表、資格手当、扶養手当等の改定に向けた職員の意識統一 

２ 管理者会議の実施 

局長・次長・係長・各部門の管理者の会議を月 2 回開催し、行事・事業内容の確認、課題等の検討を 

行なった。 
 

３ 職員勉強会の実施  

   各研修会等で学んだことの共有化・事例検討など、それぞれの専門性を学ぶとともに組織間の共通意

識を高めた。  
４ 職務を離れて行う育成(Ｏff-ＪＴ:Off-the Job Training)の推進 

（１）県社協福祉人材・研修センター主催の研修受講 

1. 社協職員新任職員研修・・・在勤 3 年未満の職員    １名受講 

 

第 1回企画会議 

職員勉強会 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

４ 組織・職員の資

質向上及び職員育成

体制の整備 

【総務】 

 

 

 

   
（２）その他の職員研修等への参加推進 

熊本県・老施協・県社協などが主催する外部研修についても、必要に応じて積極的に実施・受講

した。 
 
 
 

 

 

 

（３）阿蘇ブロック社会福祉協議会連合会 社協職員レクリエーション研修会への参加（１４名参加） 

    期日 平成 30 年 10 月 14 日（日）  

    会場 阿蘇市立第 2 体育館（阿蘇市）  
（４）研修等の受講歴の管理 

（５）視察研修の受入（実績無） 
   

 

５ 自己啓発の推進 

（１） 職員自身による自主学習会・研修会等への自主参加等の推進を図った。 

社協組織内及び外部機関への学習会等へ自主参加 

 

（２）資格取得支援 

業務遂行に必要な資格や専門性の高い資格取得を支援し、資格取得による質の高いサービスを提供で 

きる職員の育成を図り、本会や職員に対する町民からの高い信頼や信用の獲得を目指しました。 

 

(ア) 職務専念の義務免除・試験対策等による取得支援 

社会福祉士、介護福祉士、介護支援専門員など多くの職員が資格を取得することにより、本会

や職員への信頼を得られ、職員の資質の向上が図られる資格については、積極的に取得を奨励

し、試験やスクーリング、実習等の際の職務専念義務の免除等を行いました。  

 

(イ) 介護支援専門員更新の職員へは職務扱いとして支援し、更新に係る費用を助成（１名更新） 

主任介護支援専門員の職員へは職務扱いとして支援し、研修に係る費用を助成（１名受講） 

 

(ウ) 資格取得への支援として、必要な学費・受講料等を貸付する資格取得資金等貸付規程に基づき

貸し付けを行いました。 

貸付実績   1 件（5 万 5 千円）（介護職員初任者研修受講費用として）   
   

 

検討チーム 

職員ワークショプ 

平成 30年度阿蘇ブロック社会福祉協議会連合会 

レクリエーション研修会 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

５ 社協組織強化・

財政基盤の強化 

【総務】 

 法人組織として計画的な強

化・経営基盤を固めるために

職員一丸となって安定した自

主財源の確保、公費助成の活

用などの確実な増強に努めま

す。 

１ 組織・財政基盤の強化 

社協会員制度の充実・共同募金配分金・ボランティア基金等の増強や住民・企業・団体などの寄付 

金、収益事業の検討など主体的な財源確保のための努力と、財政使途の見直しをはじめ、経費の有 

効的な活用・削減によって、財政基盤の確立と整備に努めてきた。  
（１）社協会費 

町民の皆様が福祉に参加する制度として社会福祉協議会会費の拠出協力をお願いして、以下のような 

実績を得る事が出来た。 

  平成 26 年度 平成２7 年度 平成２8 年度 平成２9 年度 平成３０年度 

会費実績 567,500 568,500 527,500 558,000 ５０６，０００ 

前年度比 14,000 １,000 △41,000 30,500 △５２，０００ 

※ 会費の実績・使途は社協だより等にて町民の皆様に公開しています。 

※  

（２）寄付・香典返しの受付 

寄付：175,400 円（ 16 件）  香典返し：981,260  円（40 件） 

 

（３）公費助成などの確保及び増強、経費の有効的な活用・削減の推進  

イ) 介護職員処遇改善加算  

ロ) 熊本県社会福祉振興基金助成金事業（熊本県社協 熊本県ボランティア活動推進事業）２００千円 

ハ) 権利擁護事業生活支援員養成研修開催支援助成事業（熊本県社協）          ３０千円 

ニ) くまもと暮らし安心システム推進モデル事業                 ２，０００千円 

ホ) 南小国町補助金 南小国町社会福祉協議会事業補助金            １８，０００千円 

ヘ) 南小国町補助金 南小国町地域福祉整備事業補助金           １，４５７，７００円 

ト) 日本財団・24 時間 TV 福祉車両整備にかかる助成事業等へ申請（落選） 

 

２ 法人運営部会の設置 

     理事・評議員等から委員を選出し、諸規程の事前審議及び職員教育やサービス向上などの協議検 

討を行ないました。 

日 時：第１回 平成３０年９月１４日（金曜日） ９：３０～１１：２２ 

    第２回 平成３１年２月 ８日（金曜日） １３：３０～１６：００ 

内 容：諸規程の見直しについて 

 

 

 

ふれあいサロン活動の推進 

里すこやかクラブ 

一人暮らし高齢者元気支援事業 

平成 30年度 ふれあいバスハイク（阿蘇神社） 

※事業費一部に社協会費を活用しています。 
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２． 公共施設の管理運営事業  （担当部門  事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

１ 町有施設の指定

管理者受託による管

理・運営 

【総務】 

福祉を推進する事業を積

極的に展開するととも

に、町内の福祉センタ

ー、介護予防施設の利用

促進を図り、ボランティ

ア・福祉団体などの町民

活動をより活発にし、町

の福祉向上及び適切な管

理運営に努める。 

１ 地域福祉センターりんどう荘の管理・運営 

（指定期間 平成 2８年 4 月１日～平成３３年 3 月 31 日） 

地域福祉センターりんどう荘では、通所介護事業、福祉相談、各福祉団体等の会議、子育て支援等に利用

していただき、以下の実績となった。 

 

 

 

 

 

    
２ 地域福祉センター清掃管理等 
  施設利用者に利用しやすい施設にするために、日常の清掃等による環境整備に努めた。 
     
 
３ 福祉避難所の運営及び避難所の開設に向けた体制整備 
  災害が発生した際に、高齢者、障がい者、乳幼児その他特に配慮を要する者が安全に避難生活でき 

るように福祉避難所の設置・運営体制について南小国町との協議に努めた。 
 

   ※福祉避難所については、南小国町との協定は結んではいないが、災害に応じた柔軟な対応がで
きるように、引き続き南小国町と協議し適切な体制整備に努めた。 

 

平成 2７年度 

利用件数・利用者数 

平成 2８年度 

利用件数・利用者数 

平成 2９年度 

利用件数・利用者数 

平成３０年度 

利用件数・利用者数 

147 件 2,180 名 242 件 1,794 名 266 件 1,755 名 292 件 ２，２１７名 

 

子育て広場き☆ら☆ら 人形劇 

（赤い羽根共同募金配分金事業） 
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３． 地域支え合い活動の推進 （担当部門 事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

１ ふくし座談会等

の開催 

【地域福祉推進】 

 

 

今後自分たちの地域を

考え、支え合いを行って

いくことの出発点とし

て、住民自らの支え合い

活動の必要性への気づき

と活動の支援を行いま

す。 

 

 

 

 

 

１ ふくし座談会等の開催 

自分たちの地域を考え、支えあい活動への気づきを支援していくため、防災福祉マップづくり、

認知症等をテーマとした座談会を開催し、住民主体の地域福祉活動につながるように座談会を開

催した。 

 

２ 南小国町やまび

こネットワーク活動 

【地域福祉推進】 

 

 
（やまびこ君） 

誰もが安心して、安全

で快適に暮らせるよう、

何らかの支援が必要な

方々に近隣の住民が声か

けや見守りなどの活動を

展開する『南小国町やま

びこネットワーク活動』

を町民の方々の理解と協

力を得て事業推進を図り

ます。 

１ やまびこネットワーク見守り会議の実施 

南小国町（福祉課）と地区カルテ作成などについて協議検討するが、作成までは至らなかった。 

見守り会議については、実績なし。 

 

２ 各地区の小地域ネットワーク活動の推進 

□ コスモス会（シルバーヘルパー）による地域の要援護者の見守り活動の推進 
 

□ 民生委員と連携しての要配慮者等の実態把握及び見守り支援  
□ 地域福祉活動促進助成事業（赤い羽根共同募金配分金）12 箇所 計 24 万円助成 

（瓜上下地区、吉原自治会、立岩自治会、志津ふれあいサロン、馬場自治会、里すこやかクラブ、

竹の熊おしゃべりカフェ、新町ピンコロリ会、脇戸地区あすなろ会、本町さくら会サロン、赤馬場

すみれ会、さくら荘カフェ）  
□ 連絡会議・ふれあいサロン（当事者活動）等の地域福祉活動の支援 

［地域福祉活動地域］※本会調べ 

湯田地区、瓜上上下地区、上中原地区、扇地区、黒川地区、中湯田地区、赤馬場すみれ会 

白川地区（たんぽぽ会）、新町ピンコロリ会、吉原自治会、立岩自治会 

竹の熊おしゃべりカフェ、志津ふれあいサロン、里すこやかクラブ、馬場自治会 

脇戸あすなろ会、上杉田自治会、志津自治会、本町さくら会、さくら荘カフェ 

 

 

 

実地地区 日時 内容 

新町地区 平成 30年 5月 21日 

10時～11時 30分 

地域福祉・認知症学習、防災福祉マップ作り 

 

杉田下地区 平成 30年 6月 22日 

18時～19時 

地域福祉・認知症学習、防災福祉マップ作り 

波居原地区 平成 30 年 6 月 29 日 

19 時 30 分～20時 40 分 

介護予防・いきいき１００歳体操の体験 

脇戸地区 平成 30年 11月 2日 

19時～21時 

地域福祉・認知症学習、地域づくりのワーク

ショップ 

 

脇戸地区ふくし座談会 

立岩自治会（花見ふれあいサロン） 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

２ 南小国町やまび

こネットワーク活動 

【地域福祉推進】 

 

 

 
 

３ やまびこ見守り応援隊（事業者等への協力依頼） 

   小国郷内の事業所に対して、見守り活動への再依頼及びやまびこネットワーク連絡会議への参加依頼を

行った。 

  【協力事業者】 

九州電力日田営業所、佐川急便阿蘇営業所、ヤマト運輸小国センター、南北プロパン組合、熊日新聞販 

売店、肥後銀行小国支店、肥後銀行南小国出張所、熊本銀行小国支店、JA 阿蘇小国郷中央支所、 

郵便局（杖立、北里、小国、南小国、中原簡易、黒川簡易）、町水道検針者 

    
４ やまびこネットワーク連絡会議の開催 

  やまびこネットワーク（見守り活動）への理解と地域住民・関係者等とのネットワーク強化を図ることを

目的として開催しました。 

  開催日時：平成 30 年 12 月 13 日（木） 13：30～15：15   

会  場：りんどう荘 

  参 加 者：役場、地域包括支援センター、民生委員児童委員、主任児童委員,小国郷内ケアマネージャー、 

シルバーヘルパー、民間協力事業者、社会福祉協議会 計 49 名 

    
５ 阿蘇ブロック社会福祉協議会連合会活動 

  阿蘇管内７市町村社会福祉協議会と連携し、阿蘇やまびこネットワーク活動を積極的に取り組みました。 

   （１）事務局運営（総会１回、事務局長会議 ２回、企画会議 ７回、代表者会議への出席６回） 

   （２）阿蘇ブロック事業の運営 

① 事務局長・福祉活動専門員等研修（平成３０年１０月３１日） 

② 阿蘇ブロック社協職員レクリエーション研修会（平成３０年１０月１４日） 

③ 中堅職員連絡会（平成 31 年１０月３０日、平成 31 年 2 月 1 日） 

  
６ 小国郷医療福祉あんしんネットワーク 

   小国郷において医療・介護が必要になっても、住み慣れた家や地域で生活できるための医療・介護・福 

祉の連携体制づくりを関係機関と協働で進めてきました。 

    世話人会への参加（６回）、全体会への参加（８回）、情報共有チームへの参加（５回） 

 

 

平成 30年度やまびこネットワーク連絡会議 

権利擁護研修 

ふれあいサロン 

さくら荘カフェ(毎月第 3金曜) 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

３ 高齢者の生きが 

いと健康の維持増進 

と介護予防の推進 

【地域福祉推進】 

 

 ※ミニデイサービ

ス事業は、町保健

師と連携して実

施。 

元気な高齢者から虚弱な

高齢者や自宅に閉じこもり

がちな高齢者を対象に、要

介護状態に陥ることなく、

健康で生き生きとした生活

を送れ、住み慣れた地域で

地域住民同士で支えあい、

元気に暮らせるよう支援し

ていくことを目的として実

施します。 

１ 高齢者ミニデイサービス事業の実施とふれあいサロンの推進 

地域の集会所や公民館等の身近な場所を利用して、介護予防体操、健康相談、体力測定、認知症予防、

救急法、防災訓練・交通安全、振込詐欺等の防止、レクリエーション、ニュースポーツ（ペタンクなど）  

お茶会などを開催し、高齢者の介護・医療予防の推進を図った。 

（１） 時 期 通年 

（２） 会 場 各地域の集会所・公民館等（１３か所） 

（３） 開 催 ２４回 

（４） 参加者 ３０６名（延べ） ※ボランティア登録８名（延べ２４名活動）   
２ ふれあいサロン活動の推進 

   住民主体のふれあいサロンが積極的におこなわれるように支援に努めた。 

（１） ふれあいサロン実施地区への活動費助成（11 か所） 

（２） ふれあいサロン活動の情報発信（りんどう 74 号、社協便り４・６・１・３月号） 

（３） ふれあいサロン新規設立等の活動支援（赤馬場すみれ会、本町さくら会、さくら荘カフェ） 

（４） ふれあいサロン交流会の開催 

 開催日時：平成 30 年 11 月 28 日（水）10 時～正午 

 会場：南小国町自然休養村管理センター2 階 

 一般参加者：49 名 

 企画運営：社協、南小国町（福祉課）、地域包括支援センター 

 協力：ひとちいき計画ネットワーク、南小国町（農林課） 

３ きらきら健康ウオーキング大会への協力 

  ボランティアグループ『子どもに夢を運ぶ会』の主催する健康づくりイベント 

小国町社会福祉協議会と共同で支援し、健康づくりを推進しました。 

   開催日：平成 30 年 9 月 22 日（土）10 時～正午 51 名参加 

   内 容：南小国町役場駐車場をスタート・ゴールとして約往復１４ｋｍを歩く 

４ 老人クラブ活動への支援 

   詳細は、後述 ２９ページ 老人クラブ連合会の事務・事業への支援を参照 

４ 地域の福祉活動

支援 

［地域福祉推進］ 

 

地域支えあいにつながる

地域の年中行事等のなかで

福祉に関する気配りを加え

地域支えあいにつなげま

す。 

また、世代間、住民間の

交流を促進し、地区住民全

員が関われるような地域交

流の支援をおこないます。 

１ 地域福祉（支えあい）活動促進助成事業（赤い羽根共同募金配分金事業） 

12 か所 計 24 万円助成（目標値 15 か所） 

（瓜上下地区、吉原自治会、立岩自治会、志津ふれあいサロン、馬場自治会、里すこやかクラブ、竹の熊お

しゃべりカフェ、新町ピンコロリ会、脇戸地区あすなろ会、本町さくら会サロン、赤馬場すみれ会、さく

ら荘カフェ）  
２ 交流活動等に必要な備品の貸出 

  住人相互の交流活動の推進に寄与することを目的に、社協にて管理する交流活動等に貸出可能な備品等を

整理し貸出に努めた。 

 

平成 30年度ふれあいサロン交流会 
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事 業 名  事 業 目 的 事 業 概 要 

５ 防災活動支援 

【地域福祉推進】 

住民の自主的な防災活動

による安心・安全なまちづ

くりを南小国町と協力し、

推進します。 

 

 

 

 

 

 

 
    

１ 災害ボランティアセンター設置準備（詳細：後述 20 ページ災害ボランティアセンター設置事業を参照） 

２ 職員の派遣・関係機関への協力要請（コーディネート） 

  地区福祉座談会の開催に合わせて、防災見守りマップ作りを実施した。 

  新町地区（平成 30 年 5 月 21 日）、杉田下地区（平成 30 年 6 月 22 日）  
３ 防災訓練手引きの活用の推進 

南小国町と協同で作成した自主防災活動の手引きを積極的に活用し、 

自主防災組織の活動の推進を図った。 

４ AED 設置事業（くまもと暮らし安心システム推進モデル事業） 

地域防災力向上を図るため住民交流拠点等に AED を設置し、地域防災力の向上 

を図った。また、南小国町と協力して、AED マップを作成し、町民へ周知した。 

※AED マップは、南小国町・社協ホームページに掲載 

 

 

 

 

６ 安心生活サポー

ト 

【地域福祉推進】 

 

住民同士のちょっとしたお

手伝いで、住み慣れた地域で

安心して生活することに繋が

り、地域の絆の再構築（強

化）、支えあいの体制整備を

目的として行います。 

１ 安心生活サポート事業の推進 

① シルバー人材センターでの生活支援の充実に向けた協議検討（平成 3１年 3 月 20 日） 

モデル地区での活動支援が出来ていない状況であり、今後は、南小国町介護予防事業、シルバ

ー人材センターなど関係機関と連携し、日常でのちょっとした困りごとの対応への充実を図っ

ていく上での課題等をシルバー人材センター事務局長と協議を行なった。 

② 安心生活サポート（生活・買い物支援等）の推進（実績０件） 

７ 福祉・健康学習

支援 

【地域福祉推進】 

 

 子どもから高齢者まで全

世代における福祉・健康づ

くりへの意識改革を推進し

ます。 

１ 認知症サポーター養成講座等の開催推進 

  南小国町（福祉課）との共同で、認知症サポーター養成講座等の開催を推進  

  開催実績：１５回開催２６５名受講 

（内訳：高齢者ミニデイサービス事業、小中学校生徒・児童向け、小国高校１年生）      
２ 福祉・健康学習会開催時への職員の派遣・関係機関への協力要請（コーディネート） 

  地域住民からの要請に応じて、職員の派遣及び関係機関への協力要請を調整した。 

  ―実績― 

  町内小中学校、さくら荘カフェ、高齢者ミニデイサービスでの健康学習等を実施 

３ いきいき１００歳体操の推進（くまもと暮らし安心システム推進モデル事業） 

南小国町（福祉課）と連携し、地域住民の健康増進を目的にいきいき１００歳体操の普及を推進し、 

住民が主体的に毎週１回、健康増進及び地域住民との交流を目的とした取り組みが下記地区にて新規

設立された。 

   【新規実施地区】①本町地区 ②赤馬場地区 ③和田瓜上地区 

※いきいき１００歳体操用の重りを（5０セット）整備し、本町地区、赤馬場地区にて活用 

 

AEDの講習会（滝下常会） 
設置継続 吉原自治会１台 

新規設置 滝下常会 1台 

中原常会 1台 

立岩自治会 1台   

 

小国高校生認知症サポーター養成講座 
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４．人材・福祉文化の醸成（担当部門 事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名  事 業 目 的 事 業 概 要 

１ 町民啓発活動 

【総務】 

【地域福祉推進】 

 

 町民に様々な福祉やまちづ

くり活動に関する具体的な情

報及び町民がともに福祉やま

ちづくりについて考えあう機

会を提供し、福祉やまちづく

り についての理解や関心を

深めてもらう。 

また、町民に対しての社協

事業の情報公開・福祉につい

て分かり易く周知していきま

す。 

１ 広報活動・啓発活動 

（１）「社協だより」の発行  

社協だより“りんどう” 年 3 回（春・夏・冬 72 号～74 号） 発行部数 １７００部 

社協だより月号（ 4・6・7・9・10・11・12・1・3 月発行）発行部数 １７００部 

配布先：町内全戸配布・関係機関・団体 

（２）みなみチャンネルを活用した広報活動（きよらニュースにて ２１事業を放送） 

（３）ホームページの更新管理 

（４）文字放送・有線放送・チラシ等による情報提供（心配ごと相談、法律相談、講演会等）     
２ 福祉講演会等の開催 

（１） 平成３０年度 小国郷福祉講演会の開催（小国町社協との共同事業） 

開催日時 平成３１年３月１６日（土） 13：30～15：20  参加者  １２１名 

会  場 南小国町自然休養村管理センター２階 大会議室 

内  容 思いやりで社会を変える～飲酒運転撲滅への願い～  

講師：NPO 法人はぁとスペース山本美也子氏 

共  催 南小国町民生委員児童委員協議会・小国町民生委員児童委員協議会 

 

（２）第１４回晴ればれりんどう ボランティアの日 の開催 

  開催日時 平成３０年１０月 7 日（日）8：30～11：30 

内  容 実行委員会の開催（３回）／住民への啓発 

       災害ボランティアセンター設置訓練／町内の美化活動／炊出し訓練等 

  参 加 者 ３８１名     
３ 介護サービス情報公表【居宅介護、通所介護】 

  介護サービスの利用者・家族等が公表されたサービス事業所の情報を基に比較検討することにより、 

利用者等の主体的な事業者選択を可能にすることを目的としています。  
（１） 介護サービス情報の公表制度に基づき、本会で実施している介護サービスの公表を実施した。 

 

 

第 14回晴ればれ りんどうボランティアの日 

事 業 名  事 業 目 的 事 業 概 要 

８ 地域福祉活動の

事例の広報 

【総務】 

【地域福祉推進】 

 町内外の地域福祉（支え合

い）活動の事例を紹介し、 

支え合い活動の充実を図りま

す。 

１ 活動事例の記録及び広報 

（１）町内の地域福祉活動事例の記録及び情報収集をい、社協だより月号・【りんどう】にて広く町民

へ情報提供をおこない、活動の活性化を図りました。 

（２）広報活動の充実（詳細：後述 1６ページ  町民啓発活動事業を参照） 
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事 業 名  事 業 目 的 事 業 概 要 

２ ボ ラ ン テ ィ ア 

センター機能の充実

とボランティア活動

の推進 

【地域福祉推進】 

南小国町におけるボラン

ティア活動を推進するた

め、ボランティアセンター

を地域福祉センター内に置

き、運営においては、ボラ

ンティアの代表や各種機

関・団体の代表を組織して

連絡会議を開催し、町民参

加のもとに町内におけるボ

ランティア活動の充実を図

っていきます。 

１ ボランティア活動の基盤整備 

南小国町内のボランティア活動が積極的、継続的に展開されるよう基盤整備を行った。 

（１）ボランティアの情報収集・情報発信 

（みなみチャンネル・社協だより等 前述 1６ページ  町民啓発活動事業を参照） 

（２）ボランティアの登録・相談・需給調整 （登録数 ３４会員（個人ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ含）） 

（３）ボランティア活動のコーディネート  （５７３件） ※1 人 1 日の活動を 1 件とする 

（４）ボランティア・ＮＰＯ等への助成金等の紹介 実績無し 

（５）ボランティア保険事務（ボランティア活動保険・行事用保険等の受付） 

    ボランティア保険 １６件（２８３名加入） ボランティア行事用保険 ７件 

（６）ボランティア団体への助成事業 

①平成 30 年度ボランティア活動促進事業   実績 ２団体（助成総額 80,000 円） 

 指定助成団体：きよらパトロール隊、子どもに夢をはこぶ会 

   （７）ボランティア講習会 

       はじめてのボランティア講座（基礎編）（平成３０年１２月１７日） ６名受講      
２ なずなの会（南小国町ボランティア連絡協議会）の活動推進 

   現在活躍している様々な分野のボランティアが手を結び、連携をもって住みよい町づくり活動が   

維持できるような事業を推進した。又、ボランティア連絡協議会の開催等を通じて、ボランティ 

ア同士の交流や情報交換ができるように支援してきた。 

（１）第１４回 晴ればれりんどう ボランティアの日 実行委員会への参画 

（２）社協・行政等の行事への参加・協力 

（３）事務局の運営 

① 総会開催（平成３０年７月３日）２４名参加  

② ボランティア講習会の開催（総会後）  

共生共育を目指したボランティア活動 講師 自然を愛する会 阿南誠志氏 

③ 役員会（５回開催）※晴ればれりんどうボランティアの日 実行委員会を含む 

④ 災害炊き出し訓練・災害への備えについて啓発（平成３１年２月２４日 町駅伝大会と共催） 

⑤ 第１１回火の国ボランティアフェスティバル益城・熊本への参加（台風の為中止）      
３ 子育てボランティア活動の充実と支援  子育て応援団ぽっかぽ家の活動充実を図った。 

（１）ぽっかぽ家連絡会議の開催 ３回開催（子育てボランティア ２７名登録） 

－子育て応援団ぽっかぽ家の主な活動内容－ 

① 子育て応援団連絡会議（3 回開催）  ②春・夏・冬休み子どもデイサービスボランティア  

③ 子育てサポート事業（子どもの一時預かり） ④子どもデイサービス事業検討会議 

（２）子育てボランティア養成講座（研修）（子どもの発達障がいについての学習会） 

 開催日時 平成 31 年 2 月 14 日（木） 13：30～15：00 受講者 43 名 

 

 

 

子育てボランティア養成講座  

 

なずなの会 炊き出し訓練 

（於：町駅伝大会） 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

３ 福 祉・ボランテ

ィア 教 育 の 推 進 

【地域福祉推進】 

南小国町ボランティアセン

ター業務の一環として、一般

町民・小中高の児童・生徒た

ちへの福祉教育や町民啓発を

推進していきます。 

また、学校と地域が一体に

なって進める福祉教育のあり

方を検討していく。また、

「総合的な学習の時間」にお

いて福祉教育に取り組もうと

する学校への支援を行ってい

く。地域や年齢層を越えた児

童・生徒のボランティア意識

の育成を図ります。 

１ 福祉教育の模索と実践 

現在、福祉教育のあり方への関心が高まる中で、一般町民・子どもたちへの福祉教育の取り組みに

ついて、現状や課題を把握するとともに今後の望ましい実践のあり方を模索しつつ実践した。  

（１） 教育関係者・地域住民等と連携して、南小国町の情勢に応じた福祉学習を実践した 

  □南小国町福祉教育推進校連絡会議の開催（２回） 

第 1 回 平成 30 年 5 月 28 日（月）16：00～16：45（小中学校担当者 4 名出席） 

第 2 回 平成 31 年 3 月 18 日（月）16：00～16：45（小中学校担当者 4 名出席） 
 
  □福祉学習会の開催 

① 市原小学校全校児童 

日時 平成３０年６月１日（金）10：２0～11：3０ 

内容 サツマ芋苗植えへの助言と小学生児童との交流  

コミュニティパートナー 矢津田久代さん、橋本トミ子さん 
 

② 市原小学校 4年生   

戦時中の体験談、命や食べ物の大切さ、人を思いやる心などのお話 

日時：平成 30年 6月 8日（金）10：45～11：30  コミュニティパートナー 佐藤 英男さん  
 

③ 市原小学校 4年生  点字の指導及び視覚障がいへの理解を図る 

日時 平成 30年 9月 11日（火）9：35～11：3０   

コミュニティーパートナー 河津サワ子さん（点字指導など） 

日時 平成 30年 9月 27日（木）9：35～11：15  疑似体験学習（全盲、難聴） 

講師 南小国町社会福祉協議会職員 
   

④ 市原小学校 3・4年生 獅子舞の歴史を伝える 

日時 平成 31年 3月 15日（金）9：00～10：00 コミュニティパートナー 仲摩喜久男さん 
 

⑤ 中原小学校全校児童 福祉学習会 『助け合いの大切さ おとしよりの気持ちを学ぼう』 

    日時 平成 31年 2月 25日（月）10：30～12：10 

    講師 南小国町社会福祉協議会職員 
 

⑥ りんどうヶ丘小学校３・4年生（車椅子学習） 

「思いやりの心をもち、たくましく実践する子どもの育成－地域に根ざした福祉体験活動」    

日時 平成３１年３月６日（水） １３：３５～１５：１５ 

講師 南小国町社会福祉協議会職員 
 

□夏休み子どもデイサービスでの福祉教育の実践と検証 

□社会福祉施設との交流・介護体験調整（市原保育園、グループホーム森園、悠清苑、りんどう荘福祉 

サービスセンター）     

 

コミュニティーパートナー活動の推進 

（戦時中の体験と命の大切さを伝える） 

点字を学ぼう 

（視覚障がい者への理解促進） 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

３ 福 祉・ボランテ

ィア 教 育 の 推 進 

【地域福祉推進】 

 ２ 福祉教育推進校事業 

町内の小・中学校を福祉教育推進校として１年間指定し、児童・生徒に対する福祉教育の普及事

業に取り組んでもらい、地域を基盤とした積極的な福祉教育の推進を図った。  

（１） 南小国町社協指定校 

□指定校 市原小学校・中原小学校・りんどうヶ丘小学校・南小国中学校 

□期 間 通年 

□対 象 南小国町内すべての小中学校 

□助成額 ２６万円（赤い羽根共同募金事業）  
３ 福祉教育への協力支援 

地域行事、子ども会などの町民が集まる場所で、依頼に応じて福祉・ボランティアの体験講座や

福祉講話などへの協力を行った。 

（１） 職場体験の受入れ（南小国中学校、小国中学校） 

（２） 小中学校総合的学習等への協力（前述 18 ページ 福祉教育の模索と実践を参照） 

（３） 認知症サポーター養成講座の開催推進及び協力 

平成30年 9月 13 日（木） 町内小学校５年生 １７人 

平成31年 2月 28 日（木）中学校全生徒 ８５人 

平成30年 12 月 7日（金）小国高校１年生 ３８人  

４ 小中高生への福祉・ボランティア意識の高揚 

現在、小中高生における福祉・ボランティア教育が頻繁におこなわれるようになり、将来を担う 

  子ども達に対して、福祉・ボランティアの大切さを学び自発的に行動しようとする意識、ボランテ 

  ィアの楽しさ・大切さ・深さを涵養すること目的に下記の事業を行った。     
（１）2018-2019 チャレンジ小国ＧＯ！（小国高校生福祉共育推進事業） 

□実施主体  南小国町社協／小国町社協 

□協力機関  小国高校／子どもに夢をはこぶ会 

□内  容  ①福祉・ボランティア学習会の開催（平成３０年 7 月６日）全生徒対象 

講師 96 年アトランタパラリンピック マラソン金メダリスト 柳川春己氏 

②卒業生への福祉ボランティア表彰（49 名） 

       ③福祉・ボランティア体験１３項目の実施 

（手話学習、福祉施設体験、子どもﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ、障がい者支援等） 

            参加生徒 ３６名 （延べ ６５名活動）（※1 年間を通しての実績） 

 

チャレンジ小国 GO 

（福祉・ボランティア講習会） 

南小国中学生 卒業生 

ボランティア活動表彰 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

  （２）中学生ボランティア体験事業 

中学生が地域社会との交流の機会を持ち、様々な体験活動を通じて、福祉活動及びボランティア活動

への理解・関心を深め、社会の中での連帯の意識を育む事を目的とする。 

―実 績―  

① 子どもデイサービスでの児童の見守りと多世代間交流 

参加生徒  夏休み（23 名）、冬休み（10 名）、春休み（12 名） 

② 中学生ボランティア基礎学習（平成 30 年 7 月 17 日 16：30～18：00）23 名受講 

③ 第１４回晴ればれりんどうボランティアの日への参加 

参加生徒  ２０名 

④ 卒業生 ボランティア表彰 

表彰者数  ２４名   
（３）小学生 りんどう荘デイサービス介護体験活動（夏休み） 

   町内小学校３校（対象４年生以上）に募集したが、参加申込が無かったため実績無 

４ 南小国町災害ボラ

ンティアセンター設置

準備 

【地域福祉推進】 

大規模な災害が発生した

場合には、速やかに災害ボ

ランティアセンターを開設

し、避難場所での被災者の

日常生活支援や被災家屋の

後片付け、救援物資の配布

など災害救援のボランティ

ア活動が円滑に進められる

ように開設のマニュアル見

直しなどを行い災害の発生

に備えます。 

１ 南小国町との連携 

（１）災害発生時における相互支援体制の整備 

□連絡会議の開催 

□災害ボランティアセンター設置及び運営に関する協定の整備 
 

２ 熊本県社協と阿蘇ブロック社会福祉協議会連合会との連携 

（１）県社協と阿蘇圏域での相互支援体制の整備と情報の共有化 

□災害ボランティアセンターマニュアルの整備及び職員への理解促進 

（２）熊本県ボランティアセンター主催の災害ボランティアセンター運営研修会への参加 
 

３ 南小国町社協職員の災害時の体制整備 

（１） 災害ボランティアセンター設置訓練（第 1４回晴ればれりんどうボランティアの日） 
 
４ 地域住民への災害ボランティアセンター活動の啓発と災害への備えについての啓発 

（１）なずなの会（ボランティア連絡協議会）と協力しての啓発事業 

   ①災害時炊き出し訓練（南小国町駅伝大会との共催）平成 31 年 2 月 24 日実施 22 名参加 

（２） 第１４回 晴ればれ りんどうボランティアの日の開催 
 
５ 大規模災害による相互支援（九州ブロック社協） 

平成 30 年 7 月豪雨災害による呉市災害ボランティアセンターへの職員派遣（佐藤圭太派遣） 

  平成３０年 9 月６日～１１日 ６日間 

 
災害ボランティアセンター設置訓練 

（マッチングの様子） 
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５．役場・社協・関係機関の一層の連携（担当部門 事務局） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

１ ふれあい福祉相談

事業 

【地域福祉推進】 

 

住民の抱える様々な生

活・福祉問題に対し気軽

に相談できる体制づくり

を し 、 相 談 さ れ た 問 題

は、確実に解決できるよ

う対応し、適切な相談機

関の紹介を行います。  

又、町民のための効果

的な開催方法を検討し、

改善する。 

１ 心配ごと相談・行政相談・人権相談 

相談員 行政相談委員・民生委員児童委員・主任児童委員・人権擁護委員  

    場 所 地域福祉センターりんどう荘  

時 間 午前１０時～正午  第３木曜（原則） 

開設日数 ６回  相談件数 ２件（８０分） 

その他 心配ごと相談事業検討会議の開催（平成３１年２月１９日） 

２ 無料法律相談の開催 

（１）日時 平成３０年   ６月２９日（金） 午前１０時～正午 （相談件数 ４件） 

（２）日時 平成３０年 ８月３１日（金） 午前１０時～正午 （相談件数 4 件） 

（３）日時 平成３０年１２月 １日（土） 午前１０時～正午 （相談件数 4 件） 

（４）日時 平成３１年 ２月２２日（金） 午前１０時～正午 （相談件数 ７件） 

会場 南小国町地域福祉センター ※弁護士 肥後大津法律事務所（藤本弁護士） 
 

【心配ごと相談・法律相談内容内訳】 

相談内容 件数 相談内容 件数 相談内容 件数 
地域との関係につい
て 

１ 
家族との関係について
（離婚・生活・相続等） 

１１ 住まいについて ０ 

賠償問題について １ 債務について ２ 病気や健康のこと １ 
税金や家賃やローン
の支払いのこと 

１ 
行政相談（道路、年
金、役所手続き等） 

０ その他 ４ 
 
３ 各種福祉相談への窓口を常時開設し対応した 

□福祉サービスについての苦情等受付 

□在宅サービス利用について等 

  ４ 総合相談体制の充実 

   町民の皆様が抱える課題も貧困・介護・認知症・子育てなど複雑多様化しており、そのような課題を

抱える当事者（家族）の持っている力を最大限に引き出しつつ、支援していくことが大きな課題となっ

ております。 

そのような課題を解決に導くことは非常に困難でありますが、そのまま誰からの支援を受けることな

く孤立させないような総合相談体制・地域包括ケア体制を検証・実践しつつ整備しました。 
 

（１）生活困窮者等自立相談支援事業の運営（県社協受託事業） 

    生活困窮者自立支援制度の相談支援業務（実施主体 熊本県）を熊本県社会福祉協議会より受託

し、町民の様々な生活課題に対応すべく、関係機関と連携し、困窮者等への相談支援業務に努めまし

た。 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

１ ふれあい福祉相談

事業 

【地域福祉推進】 

 

  総合相談窓口（相談支援員・就労支援員の配置） 

 新規相談件数         ２１件 [内同意者 ７件]  

 支援プラン作成件数      １７件 

 家計相談支援事業       １３件 

 就労準備支援事業        ２件 

 ハローワーク就労支援      ９件 

 社会福祉協議会による就労支援  ９件 

 学習支援、住居確保、一時生活 各１件 

 就労者数            ３名 

 支援調整会議への出席（９回） 

 南小国町消費者行政連絡会議への参加 

 ケース会議等の調整及び参加（適宜） 

 各種研修会等への参加 

 町民への事業の周知及び町内関係機関との連携 

 適正な事務処理（福祉事務所への提出書類、月次報告、全国共通システム入力管理など）   
５ サポートセンター悠愛との連携（障がい者支援） 

  障がいを抱えている方々が、安心して暮らすことができる地域づくりを目指し、サポートセン

ター悠愛と連携し支援に努めました。   

（１） 地域福祉権利擁護事業との連携 

（２） 連携した相談支援（同行訪問など） 

（３） 生計困難者レスキュー事業との連携（レスキュー事業への繋ぎ 3 件） 

２ 子育て支援事業 

（赤い羽根共同募金事業） 

【地域福祉推進】 

子育て中の家庭を支援し、

子どもたちの健全育成を図

り、誰もが安心して子ども

を育てることのできる町づ

くりを目的として実施す

る。 

１ 子育てサポート事業の実施（共同募金配分金事業） 

   子どもを預かってほしい家庭（依頼会員）と子育てボランティア（協力会員）とが会員となり、

冠婚葬祭・病気などで子どもをみれないときに協力会員が子どもを預かるサービス。 

（１） 利用料 300 円（土日祝日は 100 円増し）１時間当たり 

（２） 内 容  

一時保育サポート 会員の登録 

子育てサポート利用のコーディネート・相談  

（３）利用実績 ２件  

相談援助 ６件 新規依頼会員 登録 2 件 

子育てサポート事業 年度別利用実績 

年度 平成 2４年 平成２5年 平成 26年 平成 2７年 平成 2８年 平成 29 H平成 30 

利用件数 17 16 3 ０ １ １ 2 

利用時間 ８０ 90 6 ０ １ １ 9 
 

 子育てボランティア連絡会議 

子育てボランティアの活動推進 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

２ 子育て支援事業 

（赤い羽根共同募金事業） 

【地域福祉推進】 

 ２ 子どもデイサービス事業（共同募金配分金事業） 

少子高齢化、核家族化が進み、休日に子どもだけで過ごしている家庭が増えてきています。家族が安心して仕事

の出来る環境づくりと、世代間交流や様々な体験活動等を通して思いやりのある子どもの心を育てるお手伝いを

目的として、子どもデイサービスを実施 

（１） 時 期 夏休み 2５日間 冬休み ７日間 春休み 11日間  計４３日間 

（２） 時 間 8:30～17:30 

（３） 時間外 8:00～8:30 17:30～18:00 ※事務局職員が交代制で対応 

（４） 利用料 利用日数×500円 

（５） ボランティア 子育てボランティア、高校生、中学生、一般町民他 

（６）実 績   夏休み：児童 ２２名（延３３１名）     ボランティア ６５名（延１４４名） 

冬休み：児童 １０名（延５９名）      ボランティア ３０名（延    ４６名） 

春休み：児童 ２１名（延１４２名）      ボランティア４０名（延    ７４名） 

子どもデイサービス 年度別（日数・児童・ボランティア数） 単位：人  （）内は延べ活動人数 

年度 平成 26年 平成 27年 平成 28年 平成 29年 平成 30年 

実施日数（単位：日） 43 45 38 42 43 

参加児童数 （単位：人） 59（690） 69（813） 57（607） 78（741） 53（532） 

ボランティア数 （単位：人） 154（291） 140（336） 132（280） 159（350） 135（264） 
 

３ 子育て広場 き☆ら☆らと地域子育て支援拠点事業『ぬくもり』との協働 

   保育所入所前の子供を持つ母親、出産前の母親や子育てに関心のある地域住民・ボランティアの方々が集まり、 

同じ年頃の子供を遊ばせたり、お母さん達の情報交換等を行い、子育てに対する不安を一人で抱え込まないよう 

にすることを目的とし一年を通して、『ぬくもり』との協働で取り組みました。 

（１） 解放日 毎日（9：30～16：00）  

会 場 南小国町地域福祉センターりんどう荘等 

 

 

子どもデイサービス 

（野外活動） 

子どもデイサービス事業 

（中高生ボランティア） 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

２ 子育て支援事業 

（赤い羽根共同募金事業） 

【地域福祉推進】 

 （３）主な取り組み 

イベント：育児相談、身体測定、人形劇、ぬくもりと共同の誕生会、親子等の交流促進（きららカフェ） 

（４）参加者     親子 １８１名（延べ） 利用日数 １２日 

（５）『ぬくもり』実績 親子 ７０６名（延べ） 利用日数 １９０日    

子育て広場き☆ら☆ら 年度別利用日数・利用者数 

 

３ 地域包括ケアシ

ステムの整備及び

関係機関とのネッ

トワーク強化 

【地域福祉推進】 

【地域包括支援センター】 

【居宅介護支援事業所】 

 

役場・保健・医療・

福祉等の関係機関の連

携により効果的な援助

ができるよう各種会議

を開催し、町民が住み

馴れた地域で、出来る

だけ自立した生活が続

けられるよう一人ひと

りの日常生活を包括的

に支えていく仕組みの

整備を図ります。 

また、町内に既存す

る福祉事業所がより地

域に密着した活動へと

つながるように支援し

ます。 

１ 地域ケア会議への参加（５回） 

南小国町内の福祉関係者が集り、困難事例・福祉サービスを必要とする町民の方への支援策を協議し

適切なサービス提供と課題解決に向け連携しました。 
 
 

２ 小国郷居宅介護実務担当者会議 （６回会議へ参加） 

2 ヶ月に一回小国郷の福祉に携わる実務担当者が集まり開催、現在の福祉状況等の意見交換等を行

い、ネットワーク強化、福祉の向上に努めた。   
３ 総合相談体制の充実 

   詳細 前述 21 ページ 総合相談体制の充実参照   
４ 小国郷医療福祉あんしんネットワークへの協力（１９回会議へ参加） 

   小国郷内の医療・介護関係者との連携を強化するために、ネットワーク会議等へ参加した。（再掲） 
 

５ 南小国町関係課との連携 

(１) 南小国町関係課との連携、総合相談・総合支援の充実のため、関係課と社協・地域包括による合同

会議を開催  

第 1 回 平成 30 年 5 月 9 日  於：役場会議室 

第 2 回 平成 31 年 3 月 22 日 於：役場会議室   
６ 民間福祉事業との連携 

   町内に既存する福祉事業者が、より地域に密着し、住民に理解・必要とされる事業所となるように支

援しました。 

（１）地域密着型福祉サービス事業の運営推進会議への参加 

      グループホーム森園、グループホーム福寿苑 

（２）事業所マップの作成周知（ホームページに掲載） 

（３）福祉事業所と地域住民との交流促進支援 

（小国高校生福祉施設体験（グループホームなごみ、陽なたぼっこお弁当配食）、グループホー

ム森園訪問（子どもデイ、中原小）等） 

 

年度 25年 26年 27年 28年 29年 30年 

利用日数 48日 56日 48日 １５５日 １４４日 １２日 

利用者数（延べ） 375名 534名 409名 ４２６名 ３８８名 １８１名 

 

南小国町各課との合同連絡会議 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

４ 命のバトン事業 

【地域福祉推進】 

【地域包括支援センター】 

 

主に一人暮らし高齢者

や障がい者、近隣との交

流の少ない環境の人たち

が安心・安全を確保する

ため、有事に自分の情報

をいち早く知ってもらう

ため、かかりつけ医や、

急病など救急時、災害時

の必要な情報を保管する

ためのケースを整備しま

す。 

１ 命のバトンの整備 

   関係者と連携し、命のバトンの普及・更新に努めた。 

①新規設置 2 件 

②更新   2 件 

③登録者数７４名（平成 3１年 3 月 31 日現在） 

    赤馬場 22 名 

    満願寺 19 名 

    中原  33 名 

５ 南小国町民生委員

児童委員活動の推進 

【総務】 

【地域福祉推進】 

 地域福祉の担い手であ

る民生委員・児童委員と

の連携を深め、協力し地

域福祉を進めていきま

す。 

また、定例会・研修会

等を開催し活動の支援を

行ないます。 

１ 事務局運営 

（１） 定例会の開催（毎月第２木曜日）、視察研修の開催、各種研修会等への参加 

（２） 民生委員児童委員、主任児童委員の活動の充実を図ること目的として活動支援を行なった。 

相談・支援件数      ４４６件 

活動日数        １４５７日 

赤ちゃんおめでとう訪問    ３２件 

（３） 要配慮者などの実態把握 

（４） 町内各種会議・事業等への協力 

（５） 一人暮らし高齢者高齢者への元気支援事業の共催 

   ふれあい昼食会、ふれいあいバスハイク 

６ 地域障がい者

（児）支援 

 【地域福祉推進】 

町障害者計画に基づ

き、町民への障がいへの

理解を深めます。 

１ サポートセンター悠愛との連携 

２ 障がいに対する正しい理解と認識の普及活動 

➢ 小国高校への福祉教育推進（視覚障がい者理解、手話学習、障がい者とのスポーツ交流） 

➢ 町内小学校での福祉学習会（認知症学習、車椅子、疑似体験、障がい児との交流等） 

➢ イベント等での地域住民・障がい者との交流促進（晴ればれりんどうボランティアの日） 

３ 相談援助 

各関係機関へ繋ぎ、福祉サービスの利用等へつなげ引き続き関係をもちながらが支援を行った 

７ 認知症の人を支え

る地域づくりへの協

力 

 【地域福祉推進】 

認知症になっても住み

慣れた地域で安心・安全

に暮らせる地域を目指

し、関係機関と連携し認

知症への理解をはじめ、

声かけや見守り支援の充

実を図ります。 

１ 認知症サポーター養成講座等の開催推進（再掲） 

  南小国町（福祉課）との共同で、認知症サポーター養成講座等の開催を推進  

  開催実績：１５回開催２６５名受講 

（内訳：高齢者ミニデイサービス事業、小中学校生徒・児童向け、小国高校１年生）  
２ 認知症見守り支援の手引き作成と啓発 

  地域住民・関係者と連携して、見守り目配りハンドブックと認知症見守りポスターを作成した。 

 

[

内
訳] 

赤ちゃんおめでとう訪問 
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６．在宅福祉サービス事業 （担当部門 在宅福祉サービス）  

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、各種在宅福祉サービスが整備・充実されていることが重要であり、本会は、平成３０年度も積極的に各種在

宅福祉サービスに取り組み、利用者の立場に立ったサービス提供を行ってきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

１ 福祉用具 

車輌等貸与事業 

【総務】 

虚弱な高齢者・障がい

者、病気やけがをした人の

送迎・介護など福祉機器等

の使用を必要とする者に対

して、福祉機器・車輌を貸

与する。 

また、福祉用具・車輌の

一部等は寄贈頂いたものも

あり、寄贈いただいた方の

意思にそえるように地域活

動に活用していく。 

１ 福祉サービス車貸出事業 

（１） 利用料  １ｋｍあたり 25 円（保険料、燃料費として） 

      ※７０Ｋｍを超える距離については、１ｋｍあたり 15 円 

（２） 実 績  ３７件（昨年度３７件） 

 

２ 福祉用具等 貸出し実績 

  （１）貸出件数  ４９件 

   【主な貸出備品】 

   □車椅子    □歩行器            □その他（炊出し釜・テント等）  

   □ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ  □高齢者疑似体験セット     □点字盤 

   □ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ器具 □介護ベット        □かんたんテント          

□タッチアップ □ベッドサイドテーブル     □炊き出し釜セット 

２ 外出支援サービス

事業（町受託事業） 

【訪問介護】 

 

障がいや身体機能の低下

等により、外出が困難な方

に対して福祉車輌を用いて

通院等の送迎を行なう。 

１ 対 象 者： 南小国町ケア会議にて認定を受けた南小国町在住の方 

２ 事 業 所： 南小国町地域福祉センターりんどう荘 

３ 使用車輌:  社協所有の福祉車輌 

４ 実 績 

   利用者数 延１４２名（昨年度 178 名） 

   事業収入  ３４０千円（昨年度比較 80％） 

 

 

 

 

３  権利擁護事業業 

（日常生活自立支援事） 

【地域福祉推進】 

高齢化や病気、障がいな

どで判断能力等が十分で

ないため、日常生活での

福祉サービスの利用や、

金銭管理がうまくできな

い方々の生活支援を目的

に実施。 

１ 対象者 

   認知症や知的障がい、精神障がいにより、情報の入手や理解、判断、意思表示の能力が低下し、日常生

活において福祉サービスなどの利用が本人ひとりでは適切に行なうことが困難な南小国町在住の方  
サービス内容：福祉サービスの利用援助、日常的金銭管理、書類等の預かり 

 
支援体制 

   担当職員と生活支援員を配置し、地域包括支援センター・県社協地域福祉権利擁護センターの専門員と

連携を図りながら支援体制を確保 

  実 績：利用者 5 名（相談援助 176 回）     

 

  平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成２8 年度 平成２９年度 平成３０年度 

実績額（単位：千円） 951 797 618 ４４４ ４２７ ３４０ 

前年度比（単位：千円） ７ △154 △179 △１７４ △１７ △８７ 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

３ 権利擁護事業業 

（日常生活自立支援事） 

【地域福祉推進】 

 
 
２ 預かりサービス事業 
  地域福祉権利擁護事業の契約までの間等に対応する事業として実施 
  サービス内容：預金通帳・印鑑等の保管、金融機関の払い出し及び支払い時等の同行支援 
  利用料：１回 ９００円 
  実 績：利用者０名（相談援助０回） 
 
３ 権利擁護事業生活支援員養成研修（受講者 49 名） 
  期日：平成 30 年 12 月 13 日 13：30～15：15 
  会場：南小国町地域福祉センターりんどう荘 
  内容：高齢者の権利擁護について（講師：磯崎司法書士事務所 磯崎耕輔氏） 
     地域福祉権利擁護事業について 
     意見交換・事業説明等 

４ 生活福祉資金貸

付事業 

（県社協一部受託事業） 

【地域福祉推進】 

低所得世帯、高齢者のいる

世帯、障がい者のいる世帯等

に、低利子で資金の貸し付け

を行う。生活福祉資金調査委

員会で、貸し付けの調査審議

を実施する。また、延滞者に

ついては担当民生委員、県社

協と協力し面接指導等を取り

入れ、償還指導を積極的に進

めていく。 

１ 福祉資金の種類 

（１） 総合支援資金（２）福祉資金（３）教育支援資金（４）離職者支援資金  

（５）不動産担保型生活資金 （６）臨時特例つなぎ資金 （７）緊急小口特例貸付 

２ 受託業務 

（１） 福祉資金の受付や申請等にかかる事務（窓口業務） 

（２） 貸付や償還にかかる各種調査の実施や書類の作成 

（３） 担当民生委員・児童委員や民児協と連携した償還指導や援助活動の実施 

３ 貸付・受付実績 

         通常貸付件数   ０件（相談件数７件）  

４ 償還（返済）滞納者への個別訪問・面接指導の実施（※面接指導は未実施） 

５ 一人暮らし高

齢者への元気支

援事業 

（町補助事業） 

【地域福祉推進】 

ひとり暮らし高齢者の孤

独死防止及び災害時等で迅速

に動ける体制を整備し、民生

委員・地域住民で見守る体制

を整備する。 

また、孤独の緩和化を図

るとともに社会活動への積極

的参加を促進する。 

１ ふれあいバスハイク・昼食会・配食サービスの実施 

(１) ふれあいバスハイク （独居高齢者 １６３名対象）  

行先：阿蘇神社、阿蘇山 

第 1 回 平成３０年１１月７日（水）（参加者 ２７名）民生委員・ボランティア ７名 

第 2 回 平成３０年１１月８日（木）（参加者 ３４名）民生委員・ボランティア ９名 
 

(２) ふれあい昼食会（独居高齢者 １６０名対象） 

平成３０年５月２９日（火）（参加者 ７３名） 民生委員・ボランティア ３４名  

会 場 南小国町自然休養村管理センター 

協 力 南小国町民生委員児童委員 南小国町食生活改善推進員協議会     

        市原保育園 
 
２ 安否確認・一人暮らし高齢者の実態把握 

(１) 天災・年末年始時に電話等による安否確認の実施 

(２) 民生委員児童委員協議会と連携しての実態把握調査 
 

 

ふれあいバスハイク 
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７．各種団体等の事務受託と活動への協力・支援  （担当部門  事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

１熊本県共同募金会 

南小国町分会の事

務局運営 

【総務】 

【地域福祉推進】 

 赤い羽根共同募金運動に

協力。区会や自治会、役

場、企業、学校等を通して

募金活動を実施。集まった

募金は、熊本県共同募金会

に送金し、実績額に応じて

次年度に配分される。ま

た、募金額の実績報告、配

分金の用途の情報公開及び

良質な共同募金事業実施に

努め、町民への理解を高め

地域福祉推進の一助となる

ように努める。 

 

 

 

 

 

１ 赤い羽根共同募金運動 10 月～12 月 

   平成３０年度募金実績額 １，１３６，４４５円（目標額 1,100,000 円） 

   平成３１年度配分金額   ８８６，４４５円（平成 30 年度共同募金より） 

 

 

 

 

２ 県共募の指導に基づいた適切な事務局運営 

３ 義援金の受付・管理・情報提供（日本赤十字社と合同で実施） 

    □平成２８年 熊本地震義援金   ￥２１，７３８円（平成３０年度受付分） 

    □平成３０年７月豪雨災害義援金 ￥１０３，２０９円       

    □北海道地震義援金        ￥１０，０００円 

    □その他、適宜全国で発生した災害における義援金等の情報発信に努めた 

４ 共同募金データベースはねっとの管理 

５ 共同募金に関する情報提供（社協だより『りんどう』７４号、１０月号） 

６ 災害見舞金の手続き（０件） 

７ 南小国町分会役員会の開催（南小国町社会福祉協議会 理事会と併せて開催） 

８ 各種会議への参加 

（１） 市町村共同募金会事務局長会議（平成３１年 2 月 28 日） 

（２） 市町村共同募金担当者会議（平成３０年 8 月 31 日） 

２ 日本赤十字社 

熊本県支部南小

国分区の事務局

運営 

【総務】 

【地域福祉推進】 

日赤の社員からの社費の

取りまとめへの協力、及び

社員状況の管理等を行う。

また、日赤活動等を町民へ

情報提供し日赤事業への理

解・関心を高める。 

１ 日赤の救援物資の管理を行い、災害時に適切に被災者へ救援物資を届ける。 

（※救援物資保管場所  りんどう荘福祉サービスセンター）  

救援物資 実績無   

２ 日赤県支部の指導に基づいた適切な事務局運営 

３ 義援金の受付・管理（共同募金会と合同で実施） 

   ※前述 熊本県共同募金会南小国町分会の事務局運営を参照 

 

  平成 2６年度 平成 2７年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成３０年度 

実績額（単位:円） 1,226,393 1,206,828 1,227,035 1,250,229 １，１３６，４４５ 

前年度比（単位:円） △135,644 △135,644 20,207 △21,806 △113,784 

 

事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

６ 第５回 小国

郷介護員養成講

座開催 

（小国町社協との合

同開催） 

【地域福祉推進】 

 在宅介護が増加しているな

か、地域住民に対して介護に

ついて学ぶ機会を提供し、在

宅介護の質を高める。 

 また、介護に携わる人材育

成などにもつなげる。 

１ 初任者研修（旧 訪問介護員２級）養成講座の開講 

（小国町社協との共同事業） 

 期 日 平成 30 年 9 月 11 日～11 月 13 日まで 

 受講者 ９名（全員修了） 

 運 営 リビングウイルサポート（熊本市） 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

２ 日本赤十字社 

熊本県支部南小

国分区の事務局

運営 

【総務】 

【地域福祉推進】 

 ４ 日赤社費のとりまとめ及び社員管理 

会費   一般社員 ５００円以上    特別社員 ２，０００円以上 

法人社員 ２，０００円以上 

日赤社費のとりまとめ及び社員管理 

 

平成３０年度実績額 ５２２，０００円（昨年度比較△１１，５００円 ） 

 

 

 

 

 

５ 日赤活動の情報提供（社協だより『りんどう』７３号） 

６ 各種会議等への参加 

   日赤事務担当者会議（平成３０年４月１０日） 

３ 老人クラブ連合

会の事務・事業へ

の支援 

【総務】 

【地域福祉推進】 

 福祉活動を積極的に展開

している老人クラブの活動

支援の一環として事務局運

営を支援する。 

１ 南小国町老人クラブ連合会の事務局 支援 

（１）役員会の開催（３回開催） 

（２）単位老人クラブ（17 クラブ）への事務支援 

（３）各種会議等への参加（町老連役員・ｼﾙﾊﾞｰﾍﾙﾊﾟｰ研修等） 

（４）老人クラブ傷害保険の加入促進及び保険請求事務への支援    
２ 老人クラブ連合会事業への支援 

（１） 黒川一泊研修（平成３０年６月２０－２１日） 参加者約３４０名 

（２） グラウンドゴルフ大会（平成３０年５月３０日） 参加者８３名 

（３） 健康ふれあいスポーツ大会への協力（平成３０年１０月９日） 参加者約２９０名 

（４） 子どもの見守りパトロール事業への協力（平成３０年１０月１５、２２、２９）活動者数５２名 

（５） 第２２回 新春演芸大会への協力（平成３１年２月９日）参加者約 300 名 

（６） 全国一斉社会奉仕の日への協力（平成３０年 9 月 15～21 日） 

（７） 役員・コスモス会研修旅行（平成３０年１１月１２～１３日） 

（８） その他、各種事業等への協力 

 

 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成３０年度 

実績額（単位:円） 561,500 549,500 538,500 533,500 ５２２，０００ 

前年度比（単位:円） 20,500 △12,000 △11,000 △5,000 △１１，５００ 

 

子どもの見守りパトロール 



 30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

３ 老人クラブ連合

会の事務・事業へ

の支援 

【総務】 

【地域福祉推進】 

  ３ シルバーヘルパー コスモス会への事務及び活動支援 

  （１）総会の開催（平成３０年６月１３日）    会員数２８名（平成３０年４月 1 日現在） 

（２）班長会の開催（１回開催） 

（３）地域の見守り等が必要な高齢者への友愛活動 

４ 当事者団体・地

域団体の支援 

【総務】 

【地域福祉推進】 

 障がい者の当事者団体や

福祉活動を積極的に展開し

ている各種団体を活動支援

の一環として支援する。 

１ 障がい者（児）福祉事業  

（１） サポートセンター悠愛と連携した精神障がい者等への相談支援 （実績６件） 

（２） 精神障がい者等への相談支援（生活困窮者等自立相談支援制度）（実績５件） 

 

2 福祉団体活動促進助成事業 

   町内で活動する福祉関係団体等の活動促進の為の助成事業を実施 

―指定助成団体― 

① 南小国町民生委員児童委員協議会（４0,000 円） 

② 中原婦人会（20,000 円） 

③ 南小国町食生活改善推進員協議会（60,000 円） 

④ 南小国町更生保護女性会（20,000 円）  

⑤ 南小国町ボランティア連絡協議会（なずなの会）（80,000 円） 

3 団体・地域活動の支援 

町内で活動する福祉関係団体が企画・運営する事業を積極的に支援し、将来に渡り活動が継続

していくように支援をおこなった。 

 

実働人員 友愛活動件数 活動日数 対象者 

２１名（延） １４８件（延） １７７日（延）  ４１名（延） 

 

シルバーヘルパー総会 

さくら会（市原地区） 

 

湯田地区 

いきいき１００歳体操 

馬場自治会 

ふれあいサロン 
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８．居宅サービス事業（介護保険・介護予防日常生活支援総合事業・障がい者総合支援法）  
 （担当部門  在宅福祉サービス） 

介護保険事業及び介護予防等の事業による総実績額は ８７，９５６千円（昨年度比較 約８８％）となった。介護保険分野における収入確保は、介護保険

制度改正など影響もあり、今後も更に厳しくなってくることが予想される為、新たなサービスの実施等の収益確保を図っていく必要がある。 

  平成 25年度 平成 26年度 平成 2７年度 平成 2８年度 平成 29年度 平成３０年度 

実績額（単位:千円） 76,738 74,083 85,922 86,594 98,997 ９８７，９５６  

前年度比（単位:千円） △458 △2,655 11,839 672 12,403  △１１，０４１     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

１ 

居宅介護支援事業 

【居宅介護支援事業所】 

要介護者が住み慣れた自

宅で自立したその人らしい

生活がおくれるよう、心身

の状況、置かれている環

境、本人や家族の意向等を

勘案して居宅サービス計画

（ケアプラン）を作成しま

す。 

 

 

１ 事業所名／所在地    

りんどう荘居宅介護支援事業所（りんどう荘内）  
２ 内容 

   介護支援専門員（ケアマネージャー、以下ｹｱﾏﾈという）を配置し、ご利用者本位の考えに立ち適切なサ

ービス提供の支援をおこなった。 

（１）ケアマネによる訪問調査 、相談援助 

（２）居宅サービス計画（ケアプラン）の作成  

 ケアマネ常勤換算２．９名（３名）において、１，０８４名、月平均９０名（昨年 93 名）のケアプラ

ンを作成し、介護保険請求額１３，９０８千円（昨年度比較９７％）となり、収入としては減額となっ

た。今後も安定した収益を確保するためには、地域包括支援センター、行政、福祉施設や医療などの関係

機関と連携を図り、本人、ご家族への支援を強化し、ケアプラン作成数の増に繋げるように努めていきま

す。 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

実績額（単位:千円） 10,443 12,131 12,775 14,289 １３，９０８ 

前年度比（単位:千円） 12 1,688 644 1,514 △３８１ 
 
（３）居宅サービス事業者や介護保険施設・医療機関等との連携強化 

（４）サービスの継続的管理と評価 

（５）地域包括支援センター、福祉事務所、民生委員等との連携 

（６）地域ネットワーク強化推進事業への参加（南小国町地域ケア会議、個別ケース検討会等） 

（７）職員の資質向上研修 

1. 日本介護支援専門員協会 阿蘇支部の研修会開催及び参加 

2. 外部事業所での研修会への参加 

 

サービス担当者会議 

（利用者との打ち合わせ） 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

２  

基準該当サービス  

訪問介護事業 

介護予防・日常生活支

援総合事業 

【訪問介護】 

 

高齢者等の在宅での生

活を支援するため、ご利

用者宅に訪問介護員が訪

問し、介護サービス等を

提供します。 

 

 

１ 事業所名／所在地 

   りんどう荘福祉サービスセンター（りんどう荘内） 

２ 訪問介護事業 

要介護の判定を受けた者に対し、利用者との契約により、ホームヘルパーを訪問介護計画に沿って

派遣し、家事や介護の援助及び相談等を行った。 

（１）ホームヘルパーの派遣 (生活支援、身体介護) 

３ 介護予防・日常生活支援総合事業 

要支援１、２の判定を受けた者に対し、利用者との契約により、計画に沿ってホームヘルパーを派

遣し、自立支援を目的とした援助及び相談等を行った。 

（１） ホームヘルパーの派遣 (生活支援) 

４ 実 績（訪問介護事業・介護予防・日常生活支援総合事業） 

ケアプランに基づき月平均３０名（延３７０名）のお客様に常勤ヘルパーと非常勤ヘルパーで 

対応した。介護保険請求実績額は１１，８９９千円（昨年度比較約１２７％）と、昨年度より収

入増となった。単独事業としては、非常に厳しい経営状況であり、複数の居宅サービス事業を展

開していくことで事業の維持が出来ている状態である。高齢化率の高い本町では訪問介護の必要

性も高く年々サービスの利用が増加傾向です。今後も利用者の確保、サービスの質向上に努めて

いくとともに、経費等の削減にも努めていき効率のよい事業体制を図っていきたい。 

 

 

３  

通所介護事業 

介護予防・日常生活支

援総合事業 

【通所介護】 

 高齢者等の在宅での

生活を支援するため、

通所介護事業所におい

て介護サービス等を提

供します。 

 また、サービスの充実

を図る上で年末年始を除

く、祝祭日の営業を行い

ます。 

１ 事業所名／所在地 

   りんどう荘福祉サービスセンター（りんどう荘内） 

 

２ 通所介護事業 

    要介護の判定を受けた者との契約により、通所介護計画に沿ったサービス提供を行った。 

ア．入浴サービス         イ．食事サービス   

ウ．日常生活上の援助       エ．健康状態の確認               

オ．相談・助言          カ．送迎サービス      

キ．ケース検討会議等の実施    ク．苦情等の受付      

ケ．栄養改善           コ．口腔機能向上 

サ．個別機能訓練 

 

 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 2８年度 平成 2９年度 平成３０年度 

実績額（単位:千円） 8,966 9,859 9,151 9,314 １１，８９９ 

前年度比（単位:千円） △1,106 893 △708 163 ２，５８５ 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

３ 

通所介護事業 

介護予防・日常生活支

援総合事業 

【通所介護】 

 ３ 介護予防・日常生活支援総合事業 

   要支援１．２の判定を受けた者との契約により、介護予防サービス支援計画に沿ったサービス 

提供を行った。                     

ア．食事サービス               イ．健康状態の確認 

ウ．相談・助言                エ．送迎サービス         

オ．ケース検討会議等の実施      カ．苦情等の受付 

キ．アクティビティ実施            ク．口腔機能向上 

ケ．運動器機能訓練                      コ．栄養改善 

 

４ 実 績（通所介護事業、介護予防・日常生活支援総合事業） 

ｹｱﾌﾟﾗﾝに基づき平成３０年度は３０７日（昨年度 305 日）事業を実施し 1 日平均２３．３名

（昨年度 27 名）のお客様に常勤職員８名と非常勤ヘルパー１２名で対応した。介護保険請求実

績額６１，６９５千円（昨年度比較 約 85％）の減額となった。安定した経営を行っていくう

えでも、利用者の確保と更なるサービスの質向上及び職員の資質向上を図り適切な事業運営に努

めていきたい。 

  平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成３０年度 

実績額（単位:千円） 54,660 60,442 61,616 72,527 ６１，６９５ 

前年度比（単位:千円） 1,737 5,782 1,174 10,911 △１０，８３２ 

 

 

５ 小学生 りんどう荘デイサービス介護体験活動（夏休み） 

   □期  間  夏休み（平成３０年７月２３日～８月３日） 

     □内  容  福祉学習、認知症について、利用者とのふれあい、介護体験など 

     □参加児童  町内小学生４年生以上を対象に募集したが、申込０名であった。 

 

６ その他 

（１）定期的に利用者向けのイベントを開催し、心の豊かさや生きがいの充足の機会を提供に努めた。 

   （例 大運動会、花見、杖立こいのぼり見学等） 

（２）福祉体験学習の受入（南小国中学生、小国中学生） 

   

 

通所介護 杖立こいのぼり見学 

通所介護 南小国中学校吹奏楽部との交流 
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事 業 名 事 業 目 的 事 業 概 要 

４ 

障がい者総合支援法 

基準該当居宅介護等事

業の提供 

【訪問介護】 

 

居宅介護等事業者として

町に登録し、利用者主体の

サービス提供を目指すとと

もに、地域で利用者が自立

して生活できるよう家事や

外出等の日常生活を支援し

ます。 

１ 居宅介護事業（ホームヘルプサービス）  

   町より認定を受けた者に対し、利用者との契約によりホームヘルパーを派遣し、家事や介護等の援   

助及び相談等を実施  

（１）訪問介護の提供  

（２）訪問介護計画の作成  

（３）ケース検討会等の実施   

２ 実 績 

利用者数 ２人 

事業収入 ４５４千円（昨年度比較 約１５４％） 

 

 

５ 

南小国町地域包括支援

センターへの職員出向 

【総務】 

 

 平成３０年度から南小国

町役場の直営となり、地域

の高齢者の心身の健康維

持、保健福祉医療の向上、

生活の安定のために必要な

援助、支援を包括的におこ

なう中核的な機能が発揮さ

れるよう、本会職員を出向

させ高齢者福祉向上に貢献

します。 

１ 職員の出向 

   以下の資格を所持する職員を出向させた。 

 主任介護支援専門員 １名 

 社会福祉士     １名 

 

２ 地域包括支援センターとの連携 

   高齢者の方々が、安心して暮らすことができる地域づくりを目指し、地域包括支援センターと連携

し、高齢者福祉向上に努めました。 

 

   【主な連携事業】 

 南小国町地域福祉総合実践計画の推進 

 一人暮らし高齢者元気支援事業（ふれあいバスハイク、ふれあい昼食会）   

 民生委員児童委員との連携 

 ふれあいサロン交流会 

 見守り目配りハンドブック、認知症見守りポスター作成 

 総合相談事業での連携 

 地域ケア会議 

 

 

 

 

  平成 2６年度 平成 2７年度 平成 2８年度 平成 29 年度 平成３０年度 

実績額（単位:千円） 258 283 226 293 ４５４ 

前年度比（単位:千円） △66 △25 △57 67 １６１ 
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資  料  集 
１） 南小国町の概況(平成３０年４月１日 現在 住民基本台帳調べ) 

○面積 １１５．８８ｋｍ2 

○人口・世帯数４，０４４名・１６４８世帯  

○自治会・行政区（３２ヶ所）     

○教育環境 学校数 （平成 30 年 4 月現在） 

○小学校３校・児童数 185 名 

（内訳：市原 107 名  中原 33 名  りんどうヶ丘 45 名） 

○中学校１校・生徒数 90 名 

○保育環境 町立保育園 ３園・総園児数 １３０名（定員） 

 

２） 福祉環境（平成３０年４月 1 日現在） 
○高齢率      ４０.７％ 

○６５歳以上の人口 １，５７３人 

○１５歳未満人口    ４５１人 

○民生児童委員数 １３名 

○主任児童委員   ２名 

○老人クラブ数  １７クラブ  会員 ３９４名 加入率２５．０％（65 歳以上の人口比率より） 

○一人暮らし老人数（６５歳以上）   ３０４人 

○高齢者夫婦世帯（６５歳以上）    ２１１世帯 

○生活保護世帯             １５世帯 

○身体障がい者手帳交付数       ２６８人 

○療育手帳交付数            ６９人 

○精神障がい者             １９人 

○母子世帯数              ４１世帯(寡婦世帯も含む) 

○父子世帯                ９世帯 

○要支援・要介護認定者数       ３５４名 

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

４３人 ２６人 １１１人 ６１人 ６３人 ２５人 ２５人 

 


